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五ケ瀬川の畳堤を守る会 

 

五ヶ瀬川の畳堤を守る会 202４年度の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 畳堤の役割を市内外の方に紹介する目的で、十数年前、エンシティホテル延 

岡（当時はメリージュ）前の畳堤に差し入れた畳が古くなったため、畳店を営む当会 

の岩田浩之事務局長から、新しい畳５枚が寄贈されました。岩田事務局長、ありがとうございます！ 

なお、看板と HPトップページの「畳堤」は上田耕市副会長の揮毫によるものです。 

 

  当会は、 

 夏休み前に 

国交省が行 

う「河川に 

おける安全 

利用点検」 

に毎年参加し 

         ています。 

この日は、奴田原君枝会長、岡田 

光直副会長、小野富生会員の３人が 

参加し、畳堤のある五ヶ瀬川右岸を担当。河川敷の石畳に割れがないか、歩いたり走ったりする際に支

障がないかなどを点検しました。不良個所は、国交省が修繕したということです。 

 

エ
ン
シ
テ
ィ
前 

畳
堤
の
畳
が 

新
し
く
な
り
ま
し
た 

令
和
７
年
５
月
１
日 

 

 

河
川
安
全
点
検

に
参
加 

令
和
６
年
７
月
１９
日 

待
望
だ
っ
た
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

Ｈ
Ｐ)
が
で
き
ま
し
た
。 

五
ヶ
瀬
川
の
流
れ
や
四
季
折
々
の
畳
堤
を
背
景
に
「
畳
堤
」
の

白
抜
き
文
字
が
く
っ
き
り
と
浮
か
ぶ
美
し
い
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
。 

「
畳
堤
と
は
」「
五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
を
守
る
会
」「
畳
堤
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
「
会
誌
・
資
料
」
「
校
外
学
習
」
「
リ
ン
ク
集
」
の
６
項
目

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
説
明
が
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
充

実
し
た
内
容
で
す
。
こ
の
会
誌
「
空
飛
ぶ
畳
」
も
創
刊
号
か
ら
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
画
・
構
成
は
小
野
富
生
会
員
、
制
作
は
パ

ワ
ナ
ビ
。 

 
 

 
 

 
 

「
五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
を
守
る
会
」
で 

検
索
す
る
か
、
左
の
二
次

元
コ―

ド
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

当
会
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が 

で
き
ま
し
た 

令
和
７
年
４
月
４
日 

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 

守る会の「あゆみ」の項目で紹介されている動画と、桃木まほさん 

による「畳堤の詩」 

「
畳
堤
と
は
？
」
の
ペ
ー
ジ
。
畳
堤
竣
工
当
時
の
貴
重
な
写
真
も
掲
載 

「
遠
足
や
総
合
学
習
で
畳
堤
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
？
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
ペ
ー
ジ
。
申
込
フ
ォ
ー
ム
付
き
。
守
る
会
会
員
が
現
地
で
説
明
し
ま
す 

 

西
本
師
子
初
代
会
長
が
執
筆

し
た
「
空
飛
ぶ
畳
」
創
刊
号
。

「
会
誌
・
資
料
」
の
項
目
か
ら
、

こ
れ
ま
で
に
発
行
し
た
会
誌

の
す
べ
て
が
見
ら
れ
る 

 



 

 

ま
ず
は
次
の
問
題
を
解
い
て
く

だ
さ
い
。 

「
大
雨
で
堤
防
か
ら
水
が
あ
ふ
れ

そ
う
な
時
、
畳
堤
に
畳
を
差
し
込

む
と
、
堤
防
を
一
時
的
に
か
さ
上

げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
さ

上
げ
で
き
る
高
さ
は
、
次
の
Ａ
～

Ｃ
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
？ 

な

お
、
畳
の
大
き
さ
は
縦
８８
㎝
、

横
１
７
６
㎝
で
す
」 

（
Ａ
＝
８８
㎝
、
Ｂ
＝
１
７
６

㎝
、
Ｃ
＝
６０
㎝
） 

会
員
の
皆
様
に
は
簡
単
で
す
ね
！ 

答
え
は
Ｃ
の
６０
㎝
で
し
た
。
左

の
図
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

こ
れ
は
、
延
岡
市
防
災
フ
ェ
ス

タ
で
、
来
場
者
に
各
ブ
ー
ス
を
巡

っ
て
も
ら
う
た
め
の
仕
掛
け
と
し

て
行
わ
れ
た
「
防
災
ク
イ
ズ
」

に
、
当
会
か
ら
出
題
し
た
も
の
で

す
。
一
般
の
方
に
は
難
し
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
勢
が
当
会

の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
熱
心
に
説
明

を
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
全
部
で
２４

機
関
・
団
体
の
ブ
ー
ス

が
並
び
、
は
し
ご
車
の

体
験
搭
乗
な
ど
が
子
ど

も
た
ち
に
人
気
で
し

た
。
当
会
は
、
活
動
紹

介
の
パ
ネ
ル
展
示
・
Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映
、
紙
芝
居
、

「
畳
堤
に
畳
を
差
し
込

ん
で
み
よ
う
コ
ー
ナ

ー
」
を
行
い
ま
し
た
。

前
年
が
好
評
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
回
も
商
業

施
設
の
駐
車
場
を
会
場

と
し
た
と
こ
ろ
、
全
体
で
は
約
５

７
０
０
人
も
の
来
場
者
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。 

 

紙
芝
居
は
、
こ
の
日
、
熟
練
の

会
員
が
参
加
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
急
き
ょ
延
岡
の
語
り
部
グ
ル

ー
プ
「
萌
ぎ
の
会
」
か
ら
３
人
に

来
て
も
ら
い
、
読
み
手
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
さ
す
が
は
〝
プ
ロ
〟

昭
和
１８
年
の
大
水
害
で
母
子
が

水
に
の
ま
れ
た
場
面
な
ど
を
感
情

を
込
め
て
語
り
、
会
員
が
読
む
の

と
は
ま
た
違
っ
た
魅
力
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
上
田
耕
市
副
会
長
が
営

む
虎
彦
の
菓
子
「
玄
米
ぽ
ん
煎

『
彦
丸
』」
は
、
賞
味
期
限
が
長

く
非
常
食
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、

当
会
の
ブ
ー
ス
に
来
て
く
れ
た
人

へ
の
お
土
産
と
し
て
提
供
が
あ

り
、
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

 

 

第１４回
延
岡
市
防
災 

フ
ェ
ス
タ
に
参
加 

令
和
７
年
２
月
２
日 

イ
オ
ン
延
岡
店 

㊤にぎわった会場。当会
のブースもお客様多数 
 
㊧畳堤の実物大模型を使
った「畳堤に畳を差し込
んでみようコーナー」 

 

 

 

活動紹介パネル展 

語りの〝プロ〟萌ぎの会会
員が行った紙芝居 

 



 

 

宮
崎
県
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
と
延
岡
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
の
呼
び
掛
け
で
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
標
記
事
業
に
、
令
和

６
年
度
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 

畳
堤
の
下
に
は
、
畳
を
は
め
込

む
溝
が
あ
り
ま
す
。
溝
に
土
が
た

ま
っ
て
雑
草
が
生
え
や
す
い
た

め
、
木
原
万
里
子
前
会
長
時
代

に
、
県
下
一
斉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
場
所
の
一
つ
に
畳
堤
を
加

え
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
除
草

を
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

 
右
岸
は
、
拡
幅
工
事
の
際
に
土

が
た
ま
り
に
く
い
工
夫
が
さ
れ
た

こ
と
と
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の

清
掃
活
動
の
お
か
げ
で
き
れ
い
で

す
の
で
、
令
和
５
年
度
は
未
施
工

の
左
岸
で
作
業
を
し
た
こ
と
は
、

既
に
ご
報
告
し
た
通
り
で
す
。 

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
自
転

車
の
転
落
事
故
が
あ
っ
た
影

響
で
左
岸
が
立
入
禁
止
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
６
年
度
は
、
右
岸
の
畳
堤

沿
い
に
、
わ
ず
か
に
落
ち
て

い
る
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
歩

い
て
も
ら
い
、
エ
ン
シ
テ
ィ

前
の
五
ヶ
瀬
橋
で
、
橋
の
歩

道
脇
に
生
え
て
い
る
雑
草
を

取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
中

学
生
が
多
数
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
畳
堤
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
前
で
は
、
岡
田
光
直
副
会

長
が
畳
堤
に
つ
い
て
し
っ
か

り
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。 

 

延
岡
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
が
令
和
７
年
６
月
末
で
解

散
し
た
た
め
、
今
後
の
清
掃

活
動
は
当
会
内
で
、
も
し
く

は
当
会
が
独
自
に
協
力
者
を

募
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
左
岸
の

立
入
禁
止
措
置
を
解
い
て
も

ら
う
こ
と
が
活
動
の
大
前
提

と
な
り
ま
す
の
で
、
国
交
省

に
働
き
か
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

県
下
一
斉 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加 令

和
６
年
８
月
２５
日 

謎
解
き
企
画 

８
カ
所
目
に
畳
堤 

 
 「偉人がこっそり仕掛けた謎～Nからのメッセージ」という謎解き企画（のべお

か文化事業団運営）が、令和 6年 10月 1日から 7年 1月 31日にかけて延岡市の川

中エリアで行われました。エリア内の店舗や施設に設置された謎（クイズ）を解い

ていくことで、どんなお店があるのか知ってもらい、町の活性化につなげることが

目的です。謎は全部で 13カ所に設置され、その 8カ所目が畳堤（北町）でした。 

 謎は「空白に 1～9までの数字を入れて、タテ、ヨコ、ナナメの合計がすべて同じになるようにせよ。同じ数

字を 2回以上使うことはできない。できたら数字の小さい順に文字を読め」というもので、なかなか難しい問

題でした。ちなみに答えは、畳堤とは関係ありませんが、畳堤へ足を運ぶきっかけをつくってもらったことが

ありがたいですね。なお「N」は旭化成の創業者野口遵氏。のべおか文化事業団は野口遵記念館の指定管理者。 

 この企画に参加するには、１枚 300円の地図入りリーフレットを購入することが必要でしたが、このリーフ

レットには謎設置店で使えるクーポンが１枚付いていて、筆者も新しい店を一つ知ることができました。  

活
動
場
所
に
向
か
う
途
中
、
畳
堤
に
つ

い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
岡
田
副
会
長 

 

五
ヶ
瀬
橋
の
雑
草
を
取
る
参
加
者 

 

畳
堤
に
設
置
さ
れ
た「
謎
」 

五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
を
守
る
会
事
務
局 

〒
八
八
二―

〇
〇
三
四 

延
岡
市
昭
和
町
三
丁
目
一
七
一
七
の
六 

岩
田
畳
店
内
（岩
田 

浩
之 

℡
〇
九
〇
・三
六
〇
八
・七
六
一
九
） 


